
資料５－４

岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業



 

港湾事業の再評価項目調書 
 

 事業名（箇所名） 臨港道路整備事業（岩国港 装束～室の木地区） 

 実 施 箇 所  山口県岩国市 

 該 当 基 準  社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  臨港道路 

 事 業 期 間  事業採択  平成16年度  完了  令和7年度 

 総事業費（億円）  229  残事業費（億円）  116 

 目 的 ・ 必 要 性 港湾における物流効率化を通じて、産業の立地競争力を確保するとともに、周辺環境の改
善を図るため、岩国港のふ頭間を結ぶ臨港道路を整備する 

 便 益 の 主 な 根 拠 臨港道路の自動車交通の円滑化による効果 

・輸送時間短縮による輸送時間費用の削減 

・輸送費用縮減による輸送費用の削減 

・交通事故減少による事故損失額の削減 

（臨港道路計画交通量（全線供用時）：58百台/日～86百台/日） 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 基準年度  令和元年度 

 B：総便益（億円） 277  Ｃ：総費用（億円） 249  全体Ｂ／Ｃ     1.1 

 B－Ｃ 28  ＥＩＲＲ（%） 5.4  

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 204  Ｃ：総費用（億円） 92  継続Ｂ／Ｃ     2.2 

 感 度 分 析                  事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）    （1.0～1.2）   （2.0～2.4） 
 建 設 費（+10％～-10％）    （1.1～1.2）   （2.0～2.5） 
建設期間（+10％～-10％）    （1.1～1.1）   （2.2～2.2） 

 事 業 の 効 果 等 岩国港の港湾関連交通の時間の短縮、費用の削減等を通じ、産業の立地競争力の確保と周
辺の生活環境改善に寄与する 

 社会情勢等の変化 大きな変化はない 

 主な事業の進捗状況  総事業費229億円  既投資額113億円  令和元年度末現在の事業進捗率49％ 

 事業の進捗の見込み  令和7年度に完成予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

橋梁の支承に中間多点固定構造を採用することにより、コスト縮減を図る 

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  事業の投資効果が見込まれると判断でき、港湾利用者からも早期完成が強く要望されてい
るため 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
・岩国港周辺における物流機能の効率化が促進され、地域産業の競争力が向上するとと

もに、立地企業の生産活動の促進が期待される 
・港湾関連車両の適切な通行ルートが確保され、住宅地等での騒音や振動等が低減され

るとともに、歩行者の安全確保など周辺環境の改善に寄与する 
・陸上輸送の効率化により、ＣＯ2やＮＯx等の排出ガスの削減が図られる 
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「事業再評価」
岩国港 装束〜室の⽊地区 臨港道路整備事業

令和元年１０⽉
国⼟交通省 中国地⽅整備局
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1.今後の対応⽅針（原案）

費⽤便益⽐（Ｂ／Ｃ） ＝ 1.1（事業全体） 2.2（残事業）

◇総 事 業 費 ︓ 229億円 （既投資額︓113億円）
◇残 事 業 費 ︓ 116億円
◇事業進捗率 ︓ 49％ （令和元年度末）

◇2025年度〈令和7年度〉完了予定。

◇橋梁の⽀承に中間多点固定構造を採⽤することにより、コスト縮減を図る。

上記(1)、(2)の各視点により、事業の投資効果が⾒込まれると判断でき、港湾利⽤者からも
早期完成が強く要望されていることから継続が妥当

◇対応⽅針（原案）については異存なし。引き続きコスト縮減等を考慮の上、早期完成に向けて、より⼀層の事業促進に努めて
いただきたい。

（１）再評価の視点
①事業の必要性等の視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

◇変化なし

２）事業の投資効果

３）事業の進捗状況

②事業の進捗の⾒込み

③コスト縮減や代替案⽴案等の可能性

（２）港湾管理者への意⾒照会結果

【今後の対応⽅針（原案）】

岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業
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項目
判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない 大きな変化なし
変化なし

■
変化あり

□

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加
無し

10％以
内増加 10％超え

事業費の増加
全体事業費：173億円（2017〈H29〉評価時）
→229億円（今回評価時）32％増加

□ □ ■

事業期間の増加
2004年〈H16〉～2020年〈R2〉（17年：2017〈H29〉評価時）
→2004年〈H16〉～2025年〈R7〉（22年：今回評価時） 29％増

□ □ ■

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない H30.2.9費用分析マニュアル改訂
変化なし

□
変更あり

■

需要量の変化(需要量等の減少が10%以内)
【臨港道路の計画交通量】

約21～63百台/日（2014〈H26〉評価時※）
→ 約58～86百台/日（今回評価時）

10％以下
■

10％超え
□

周辺ネットワークで新規事業化がない なし
あり
□

なし
■

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に対して費用対効果分析に要する費用が大きい

・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値
を上回っている

直近3カ年の事業費の平均に対する分析費用 1.8％ ＞ 基準値（1.0％）
前回評価時の感度分析下位ケース 1.0 ≧ 基準値（1.0）

満足している
■

満足してない
□

前回評価での資料の作成を省略していない
省略していない

■
省略している

□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

□
省略している

■

その他の事由(重点的な評価が必要な特別な事由) 特になし -

判定案：事業進捗等に大きな変更がある事業

2.再評価の重点化・効率化判定票 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

※前回評価（2017〈H29〉）は、事業進捗等に大きな変化がなく、費用対効果分析を実施していないため、H26評価時の値を記載。-4-



国際拠点港湾

重要港湾

岩国港

3.事業位置図 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業
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化学工業

木材・木製品製造業

石油製品製造業

紙・パルプ・紙加工品製造業

岩国港は、装束地区に石油化学、室の木地区に製紙などを主に扱う企業が立地しており、工業港と
して発展

室の木地区
む ろ の き

新港地区
しんみなと

装束地区
しょうぞく

4.岩国港の概要 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

原油荷役

木材チップ荷役

原木荷役

コンテナ荷役
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5.岩国港の利⽤状況 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

148 155 101 55 130 151 193 146 192 194
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その他化学工業品
7%

紙・パルプ, 5%
その他石油製品, 2% その他

1%

その他

の石油
44%

重油
29%

化学薬品, 10%

木材チップ, 4%

ＬＰＧ（液化石油

ガス）, 3% その他
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507

431
366

421 436
394 418

464 462

0

100

200

300

400

500

600

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

岩国港の取扱貨物量の推移

岩国港は、原油、木材チップなどの原材料を輸移入し、石油製品、化学製品、紙・パルプ等を輸移出しており、
年間1,500万トン程度で堅調に推移している。
コンテナの取扱は、年間400千トン程度で堅調に推移している。

（単位：万トン） 岩国港 取扱貨物量の推移 移輸出入の品目別取扱貨物量

岩国港 コンテナ取扱貨物量の推移（単位：千トン）

H30年
輸出貨物量
194万トン

H30年
移出貨物量
359万トン

出典:港湾統計(H21～H29確定値,H30速報値)

（速報値）

（速報値）

出典:H30港湾統計(速報値)

木材チップ
64%

原油, 10%

その他の石油, 
9%

化学薬品, 
5%

原木, 4% その他
8%

原油
79%

化学薬品, 7%

重油, 
6%

その他の

石油, 2%

木材チップ, 2%
その他, 4%

H30年
輸入貨物量
154万トン

H30年
移入貨物量
723万トン
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岩国港には埠頭間を結ぶアクセスルートがないため、港湾関連車両は、混雑が激しい国道２号を利用せざるを得
ず、さらなる混雑要因となっている。
このため、港湾貨物の輸送に時間を要し、物流コストの増加要因となっている。

対応

装束地区

新港地区
室の木地区

国道２号、国道188号

既設臨港道路

市道桂町2号線

臨港道路（事業中）

国道２号 紙・パルプ・紙加工品製造業

化学工業

石油製品製造業

木材・木製品製造業

至
広
島
市

国道１８８号

【課題】港湾物流効率化（陸上輸送アクセスの制約）

6.岩国港の課題① 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

室の木地区

至広島市
至広島市

新港地区

至山口市

至広島市

至山口市
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保育園

公園

病院 市道桂町２号線

室の木地区

至山口市

至
広
島
市

室の木地区に立地する港湾関連企業の車両は、住宅地内の市道を通っており、住宅、保育園、病院、公園の近
隣を通行することから、歩行者の安全、沿道周辺の騒音・振動など周辺の生活環境に影響を及ぼしている。

国道２号
既設臨港道路
市道桂町2号線
臨港道路（事業中）

【市道桂町２号線を利用する港湾関連車両】

保育園

かつらまち

【課題】周辺の生活環境への影響

公園

6.岩国港の課題② 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

国道２号

臨港道路整備前利用ルート

臨港道路整備後計画ルート

岩国市ごみ焼却施設
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【目的】臨港交通ネットワークの構築により、物流効率化を通じた産業の競争力の確保と
ともに、周辺の生活環境の改善を図る。

3.5m 3.5m0.5m 0.5m
8.0m

■標準断面図

国道２号

既設臨港道路

その他道路

臨港道路（事業中）

装束地区
しょうぞく

岩
国
市
装
束
町
６
丁
目

い
わ
く
に
し
し
ょ
う
ぞ
く
ま
ち

Ⅱ期
L=0.4km

Ⅰ期
Ｌ=1.2km

Ⅲ期
L=1.3km

新港地区
しんみなと

室の木地区
むろのき

岩
国
市
飯
田
町
１
丁
目

い
わ
く
に
し
い
い
だ
ま
ち

7.事業の概要と進捗状況 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

供用中 工事中 調査設計中

■計画概要

計画延長 道路規格 設計速度 車線数

2.9km 第3種第2級に準拠 50km/h 2車線

・平成16年度に事業着手

・平成28年4月にⅠ期区間供用開始

・令和元年度末の全体進捗率 49％

・事業期間 平成16年度～令和7年度

・総事業費 229億円

・令和3年度にⅡ期区間完了予定
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岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

臨港道路
計画

工場

○事業採択時、工場内における臨港道路の構造は、平面構造を基本とし、一部地下構造を想定していた。
○事業着手後、工場設備や車両動線を詳細に調査した結果、工場の操業に支障が生じないよう、一部ルートを変

更するとともに構造を橋梁形式へ見直した。

8.事業内容の⾒直し①

工場

採択時

見直し

配管等

工場内車両の通路
工場設備

臨港道路
計画

ベルトコンベヤ
（地上約15m）

ベルトコンベヤ
（地上約4m）

配管等

Ⅲ期区間のルート及び構造の見直し・・・約56億円の増加、5年延伸

⽀障物
・配管
・ベルトコンベヤ等

■事業費の内訳（Ⅰ～Ⅲ期）

構造 前回評価 見直し

平面 28億円 13億円

地下 36億円 0億円

橋梁 109億円 216億円

計 173億円 229億円
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②構造形式の見直しに伴う施工期間の延伸･･･3年

＜上記理由より事業期間を5年間延伸（2020年度 → 2025年度）＞

①工場の操業に配慮した構造及びルートの調整･･･2年

　当初

　変更

凡　　例

8.事業内容の⾒直し② 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

Ⅲ期区間の延伸

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
〈H28〉 〈H29〉 〈H30〉 〈R1〉 〈R2〉 〈R3〉 〈R4〉 〈R5〉 〈R6〉 〈R7〉

調整 設計 ①

調整 調整 調整 設計 ②

名称

調査・設計・調整等

工事
(陸上部)

平面部（土工）

地下部

橋梁部（下部工）

橋梁部（上部工）

工事
(海上部)

橋梁部（下部工）

橋梁部（上部工）
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0
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30,000

35,000

H27 H28 H29 H30
（速報値）

コンテナ 輸移出量（単位：TEU）

9.需要の変化 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

港湾取扱貨物量の増加

その他

○平成31年4月、岩国港室の木地区に新たなごみ焼却施設が稼働を開始。
○臨港道路完成後はゴミの搬入経路が、現行の市街地を通行するルートから臨港道路を利用するルートに切り
替わることから、新たにゴミ収集車の利用が見込まれる。

○臨港道路周辺の港湾取扱貨物量増加の主な要因

新港地区で輸移出する
コンテナ取扱量増加

前回
H26評価時

今回
R1評価時

主な陸上輸送
ルート

主な変化の理由

約27万トン/年 約60万トン/年
室の木地区

～
新港地区

平成27年9月より、室の木地区に
立地している工場で新たにコン
ピュータ出力用連続紙の生産を開
始したことにより、紙・パルプ製品
の取扱が増加。

約16万トン/年 約48万トン/年
装束地区

～
新港地区

平成30年9月より、装束地区に立
地している工場で超高分子量ポリ
エチレンの生産設備を増強したこ
とにより、化学工業品の取扱が増
加。

約1万トン/年 約4万トン/年
室の木地区

～
大竹港

平成28年10月より、大竹港に立地
している工場で自家発電施設を増
設稼働、燃料の再利用資源を室
の木地区から輸送

品目

紙・パルプ

化学工業品

再利用資源
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臨港道路の整備により、ふ頭を結ぶ輸送ネットワークが確立し、国道2号の通行を回避できるとともに、輸送
距離が短縮され、岩国港の港湾物流の輸送・移動速度が向上する。

自動車交通円滑化効果

10.事業の効果① （貨幣換算される効果） 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

効果事例① 装束地区から新港地区（コンテナふ頭）へ輸送する場合 効果事例② 室の木地区（バルクふ頭）から大竹地区へ輸送する場合

室の木地区

装束地区

広島方面

臨港道路を整備した時のﾙｰﾄ
移 動 距 離：1.2km
移 動 時 間：2.1分
平均旅行速度：34.6km/h

With

小
瀬
川

山
口
県

広島県

臨港道路

国道2号

ｺﾝﾃﾅふ頭

化学工場

原材料
輸入

製品
輸出

新港地区

臨港道路を整備しない時のﾙｰﾄ
移 動 距 離：1.8km
移 動 時 間：5.2分
平均旅行速度：20.3km/h

Without

岩国港室の木地区で輸入される原材料を大竹地区の化学工場へ輸送する際、臨港道
路を利用することにより、輸送距離、時間の短縮が図られる

室
の
木
地
区

装
束
地
区

新
港
地
区

国道2号経由：約５分

：約２分
臨港道路
経由

約３分
短縮

：約10分
臨港道路
経由

約7分
短縮

装束地区

県 境

国道2号

原材料
輸入 室の木地区

ｺﾝﾃﾅふ頭

新港地区化学工場

広島方面

化
学
工
場

（
大
竹
地
区
）

今
津

川臨港道路を整備した時のﾙｰﾄ
移 動 距 離：5.5km
移 動 時 間：10.2分
平均旅行速度：32.6km/h

With

臨港道路を整備しない時のﾙｰﾄ
移 動 距 離：8.8km
移 動 時 間：17.2分
平均旅行速度：30.8km/h

Without

岩国港装束地区で生産される工業製品を新港地区コンテナターミナルへ輸送す
る際、臨港道路を利用することにより、輸送距離、時間の短縮が図られる

国道2号経由：約１7分

小
瀬
川
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10.事業の効果② （貨幣換算される効果） 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

①輸送費用削減便益

自動車交通円滑効果便益： 8.7 億円/年

②輸送・移動時間費用便益＝Without時の輸送・移動時間費用－With時の輸送・移動時間費用
ここで、輸送移動時間費用（円/日）＝交通量（台/日）×区間距離（km）÷区間速度（km/h）×走行時間費用原単位（円/h・台）

③事故損失額削減便益＝Without時の事故損失額－With時の事故損失額
ここで、事故損失額は港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル（平成２９年３月）による。

①輸送費用削減便益
Without時 臨港道路未整備時の輸送移動費用 48.7 億円/年

1.3億円/年
With時 臨港道路整備時の輸送移動費用 47.5 億円/年

②輸送時間費用削減便益
Without時 臨港道路未整備時の輸送・移動時間費用 215.2 億円/年

7.3億円/年
With時 臨港道路整備時の輸送・移動時間費用 207.9 億円/年

③交通事故損失額削減便益
Without時 臨港道路未整備時の事故損失額 8.9 億円/年

0.1億円/年
With時 臨港道路整備時の事故損失額 8.7 億円/年

※端数処理のため、各項目の金額の差は必ずしも合計とはならない。

②輸送時間費用削減便益

③交通事故損失額削減便益

※本プロジェクトの効果としては、「臨港交通ネットワークの構築による港湾貨物輸送の効率化」、「主要幹線国道や県道・市道を含めた周辺道路への効果」を計上

平成42年までに事業完了する主要道路の整備を考慮している。

①輸送・移動費用便益＝Without時の輸送・移動費用－With時の輸送・移動費用
ここで、輸送移動費用（円/日）＝交通量（台/日）×区間距離（km）×走行費用原単位（円/台・km）
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3

5

5

6

6

7

13

14

0 5 10 15

その他

環境負荷軽減への対応

顧客へ正確に貨物を届ける

環境面など苦情への対応

輸送時間帯の選択

輸送コストの削減

交通事故発生リスクの軽減

輸送距離・時間の短縮

（件）

・岩国港周辺における物流機能の効率化が
促進され、地域産業の競争力が向上すると
ともに、立地企業の生産活動の促進が期待
される。

・高潮等の災害後も安定した交通が確保され
る。

地域産業の安定・発展に貢献
【Ⅰ期供⽤開始(H28.4）後の意⾒】
・装束⼯場から新港ふ頭間の輸送に
関して、国道2号に⽐べて開通区間
を利⽤すると距離が短く、信号もない
ので輸送時間が短縮し、移動に必要
な時間が予想できるようになった。

岩国港臨港道路に期待する事

（R1.7岩国港臨港道路整備事業に係わるアンケートより）

（H28.11岩国港内⽴地企業ヒアリング）

・港湾関連車両の適切な通行ルートが確保され、
住宅地等での騒音や振動等が低減されるなど
周辺環境の改善に寄与する。

・室の木地区の岩国市ごみ焼却施設に出入りす
るごみ収集車の通行ルートの改善に寄与する。

周辺環境の改善

10.事業の効果③ （その他の効果） 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

・本プロジェクトの実施により、貨物の陸上輸送の
効率化が図られ、CO2、NOX排出量が削減され
る。

環境負荷の軽減

175 

169 

150

175

200

整備なし 整備あり

NOX排出量（ｔ-C/年）

16,660 

16,038 

14,000

16,000

18,000

整備なし 整備あり

CO2排出量（ｔ-C/年）

4％削減

3％削減

※委員会後に当頁を修正
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11．コスト縮減の⽅策

■中間多点固定構造の採用

Ⅲ期区間の橋梁設計において、連続桁の中間橋脚の支承につ
いて、新技術の中間多点固定構造を採用。
これにより埋立地特有の軟弱地盤における地震時の共振を抑
えるとともに、温度変化時の桁伸縮に対する拘束力が小さく有
効。通常の地震時慣性力の分散を図るゴム支承の構造に対し
て、コスト縮減（0.8億程度）となる。

約０．８億円コスト縮減

【通常】 ゴム支承（地震時慣性力分散構造）

【今回採用】 固定支承（中間多点固定構造）
新技術：高面圧ゴム支承

［軟弱地盤］

中間多点固定構造を採用

岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業
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項 目 事業全体 残事業

費用（C） 249 92

事業費 248 90

維持管理費 2 2

便益（B） 277 204

輸送時間費用削減便益 250 179

輸送費用削減便益 24 22

事故損失額削減便益 3 3

残存価値 0.6 0.6

純現在価値（B-C) 28 112

費用便益比（B/C） 1.1 2.2

■感度分析結果（Ｂ／Ｃによる分析）

※端数処理のため、各項目の金額の和は必ずしも合計とはならない。
※本表中の額は、令和元年度を基準年として現在価値化した後のものである。

■費用便益分析結果 単位：億円

費用対効果分析の結果、
○純現在価値（B-C）=  28億円
○費用便益比（B/C）=  1.1

となり、十分な投資効果があることが確認された。

要 因
事業全体 残事業

－10% ＋10% －10% ＋10%

需要量 1.0 1.2 2.0 2.4

事業費 1.2 1.1 2.5 2.0

事業期間 1.1 1.1 2.2 2.2

12.投資効果 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業
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事項

前回評価

(2017〈H29〉再評価)

(要点審議)

今回評価

(2019〈R1〉再評価)

備考

（前回評価時からの変更点）

事業施設 臨港道路 臨港道路 -

計画交通量 約21～63百台/日※ 約58～86百台/日

・取扱貨物の需要等の見直し

・将来交通需要推計ベースの変更（全国道路・街路交通情勢
調査ベース：2005〈H17〉→2010〈H22〉）

事業期間
2004年度〈Ｈ16〉～

2020年度〈Ｒ2〉

2004年度〈Ｈ16〉～

2025年度〈Ｒ7〉
・事業期間の見直し

総事業費
（現在価値化前）

173億円 229億円 ・事業費の見直し

総費用（C) 162億円※ 249億円
・総事業費の見直し
・現在価値化の基準年変更（2014〈Ｈ26〉→2019〈Ｈ31〉）

総便益（B) 192億円※ 277億円
・現在価値化の基準年変更（2014〈Ｈ26〉→2019〈Ｈ31〉）
・「費用便益分析マニュアル」改訂（H30.2）による変更

費用対効果
（B/C）

1.2※ 1.1

13.前回評価時との⽐較 岩国港装束〜室の⽊地区
臨港道路整備事業

※前回評価（2017〈H29〉）は、事業進捗等に大きな変化がなく、費用対効果分析を実施していないため、H26評価時の値を記載。
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岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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